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ダイコンアブラムシ Brevicorynebrassicae L.の生態第1報
河田和雄・亀山竹志婚
I 緒 官
グイコンアプラムシ BrevicQrynclrtassicae L.ぽ十字科植物特にウシグイtc多く寄生するア
プラムシであるが，との害虫の生理ゐよび生態については今日な3訟はつぎりとしたいととが多
い.筆者らは195~手 3 月上り 1 ，7"年間本種目野外観察たよぴ室内飼育を行川その生育速度，
繁殖カについて調べたので，ととにその大要を報告する.なた本研究は岡山大学農学部害虫学
研究室に沿いて春JI忠吉教授指準のもとに行われたもので同教授に深甚の謝意主表する.
1 費験材料及方法
飼育材料:1952年3月下旬に岡山大学農学部近辺(岡山市港島〉の圃場に栽培されているウ
シグイに群棲していたグイコシアプラムシの無趨胎生雌虫を取T， とれを内径3.5cm，深さ
13cmの硝子管内のウングイに移し，との無趨胎生雌虫よb生まれた子孫を用いて観察した
飼育方法:親アプラムシより最初に胎生した仔虫をほかの管瓶に分離調育して個体飼育用に
あて，それぞれ発育期間，産仔期間，産仔数を調べたアプラムシの飼料には本諜が4-5枚
展開したウシグイを披き取り，棋に脆脂綿を傘いて水をふくまぜたものを用い，飼料は春夏の
候に・は大体3日に一度，秋冬の候には1週間に一度取り換えた.観察は毎日，午前10時に1回
行った.飼育期間中の温度政飼育室内にある最高最低寒暖計によった発育期間，産仔期間，
無産仔日数，産仔後期間，等の単位ぽ日数をと T，端数時間ぽ1日と見なした、ただし， 3月
下旬に採集じた無麹胎生雌虫の系統は， 1952年8月15日に絶えたので，新たに9月下旬同農学
部附近の圃場から採集した無趨胎生雌虫の子孫をもってその後の観察に供した.
II 生 活 史
a.野外にゐける生活環
Petherbr吋ge(1)は英国 Bedford，Cambridge および Huntingdon地方では十字科藤茶
〈コモチカンラシ，コグチハナヤサイ，カシラン，ハナヤサイ〉や十字科野草に寄生して卵態
で越冬し， 2-3月頃醇化する個体と，胎生をと続けたまま越多ずる個体との2遁りあT，前者
が普通で，後者除暖多の年に限るといっている. またEssig(2lも米国 California州にお・いて
本種の卵態越冬を認めている.
本邦では堀【めに上れば本種は北海道にやいτ肱卵態でカシヲシ，グイコシ等の茎で越冬する
という.しかるに筆者らの1952-1953年にわたる岡山附近に沿いての調査によれば各年とも卵
態越冬は認められなかったばかりか，上毘各地方にないでみられ制機虫の出現さ1えも認める
ととがでぎなかったすなわち2，3月頃まで胎生を続けながら越多した無趨胎生雌虫が気温
の上昇とともにその個体数を櫓して， 3月下旬から4月ム旬までの聞に拍苔を始めたウングイ
圃場に有趨虫が飛来し6月上旬ウングイの故取り去でJが本唱の場殖が最も旺んな時期である.
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とれ以後除有趨虫が多く出τ附近のカンラン畑に移動する.しかしとの頃ぽ梅雨期の降雨と天
敵〈ナナホシテントウムシ，ホソヒラタアプの幼虫及びアプラパチ科の一種〉の攻撃を受けて
個体数が箸しく誠少する.かくして7月下旬カンラγの除去以後9月中旬ウシグイの播種まで
の聞は圃易は勿論附近の十字科野草上に沿いても本種は発見で含たかった. 9月以降気温の下
降とともにわ守かに噌殖を続けながらウシグイ，カシラシ主にどの内葉に沿いて越冬する.なか
には12月から2月までの聞の寒さと霜によ P凍死したと思われる個体がるった.以上のま日〈岡
山南部の気候では年聞を遁じ無性繁殖のみによる単純た生活型が認められるにすぎない.
b. ウシグイ上にゐける胎生雌の世代
1952年3月岡山大学農学部の圃場から充分成長したと恩われる本誼の無趨胎生雌虫11lliをと
ワて，それから生れた個体を第1世代とした.事故のないかぎb各世代の最初に生れた仔虫を
共世代の始とした飼育し得た世代数除7月下旬から9月中旬までの聞を除ぎ第l表に示す如
くでるる.
世代番号出生日成虫化日
第 1表 ウν〆イ上における〆イコyアプラムシの1年間の世代数
産仔
開始日 死亡日 ~育期間成虫期間摩仔期間主主育期間
最終
産仔日
1 31.m 16.IV 17.VI ー柑 11.V 
2 17.IV 30.IV 2.V・26.V 30. V 
3 6. V 16. V 17. V 2. VI 3. VI 
4 17. V 24. V 26. V 1. VI 3. VI 
6 27. V 3. VI 4. VI* 11. VI ー酬
6 11. VI 9. VI 却下.VI 24. VI 26. VI 
7. 20. VI !fl. VI 28. VI 13.VII 16.VII 
8 29. VI 6. VII 7. VII 16. VII 24. VII 
9 7.VII 14.VII 16.VII 23.VIl 26.VII 
10 1o.VII 24.VII 26.VII 一"一"
11 29.IX 8.X 9.X 27.X 7.XI 
12 11. X 19. X 20. X -** 30. XI 
13 . 20. X :n. XI 1. XI -** Hl.XII 
14 2. XI 11. XI 13. XI 17.XII 2. 1 
16 11. XI 26. XI 27. XI 26.XII 6. 1 
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‘最初のiA仔虫が死亡した個体制量生中事故で死亡した個体
世代期間の最長政14世代の61日，最短除G世代の15日であった普通2世代以上の重怒り合
いがめD最高は4世代の重たりであったとれをもって直ちに野外の世代散を速断するととは
でぎないが. 6月下旬から7月中旬の聞にないても発育期聞がとれ以上短縮しないととろをみ
ると，との聞に5世代が考えられ， 1年を通じ30世代是らす=と推定される.
1v生育期間
1.温度と生育速度
a.無麹胎生雌虫の発育期間:親アプラムシよ b生まれてから第4令期が絡了するまで0甥
聞を発育期間とL.i'e.個体の発育期間の平均債と日平均気温との関係は第1図ゐよび第2表i'1:
示す通りである.温度の上昇にともなって発育期聞は不斉ーた短縮を示したが，各々の温度に
(58) - 10ー
ゐける供試個体数ゐよび各kの温度に対する卒均発育期聞にそれぞれ隣接した温度の卒均発育
期聞を考慮して，発育日・数曲線を引けば第1図の遁Pとたる.平均発育期間の逆数を取り，と
れよP得たととろの比較発育速度と日平均気温との関係も問機に不費ーであるが，各自平均気
温f'C対する個体数，隣接目平均気温の比較発育速度を考慮して，第1図のような比較発育速度
直線を引いたとの宜棋は ν=0.887u: -3.84たる方程式によって示される.(yぽ比較発育
速度 :r.政平均気温). との式から得た理論的発育零点政， 4.30C，叉有効積算温度は 112.6日
度であったとの直線によ:るとl10C-200Cの温度範囲でぽ理論値とよく合ろが，低温 (90C
第 1図 無;窃胎生雄虫の平均発育速度と日平均気温との関係
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b.有趨胎生雌虫の発育期間:親アプラムシから生まれた当初は，無趨型の仔虫と区別しが
たい'1;¥発育して3令になれば一見して区別がつくようにたる.飼育し得た個体数が僅少なた
め，無趨胎生雌虫の結果と比較するととは適当でないが，ととで得られた第3衰の結果だけか
ら考量長ずれば，大体有趨型の方が，無趨型より平均発育期聞がわやかながら長いのではないか
と思われる.なた野外，il-よび集団飼育では極めて普通に有溜胎生雌虫が見られた季節でも個
体飼育のものから佐一匹も有趨型が現.fu'tJ:かった，又野外，集団飼育，ゐよび個体飼育いす寄れ
の場合でも有性虫を発見するととはでぎなかった. 但し，Elze仰はその飼育試験に3ないで， 1 
月...4月の間に有性虫が出たと述ペている.
第 3表 有麹胎生雌虫と無姐胎生雌虫との第4令期間の比較
飼 宵 温 !lt (OC) 
穏 類 卒均
9.8 10.6 13.0 14.0 
i虜 ‘竃 U.茸E 18.3 圃 • 
B -らl_膏
担医 . 4.8 3.Q 8" 
無 麹 型 19.0 9.3 3.0 2.2 6.1 
C. 股皮回数:無趨胎生雌虫，たよび有趨胎生雌虫の股皮回数段4固である.脆皮からヨえの
肱皮までの期聞は個体によP差ぽあるが， 3月から7月までの聞でほほとんどの個体が1日~
3日でるる. 3月から7月までの期聞にたける各令期間の長さaについては正確なととはいえた
いが大体の傾向としては3月から7月に向うにつれてすなわち温度の上昇に従って各令聞の長
さ位短縮するといえるのではたいか.
第 4表 無麹胎生雌虫の平均各令期間と季節との関係
3 月 4 月 5 月 8 月 7 月
平骨量均 ・最継大 最催小 平鑑均 最依大 最健小 平値均 最長値大 最健小 平健均 最値大 最値小 卒償均 最催犬最値小
1令期間 2.5 4 “ 。 2.4 3 “ 。 x 2 x x 2 × 1.6 “ 。 1 
2令期間 2.7 3 2 2.7 3 2 1.8 2 1 1.8 “ 。 1 1.4 2 1 
3令期間 2.4 3 2 3.3 5 “ 。 X 2 x x 2 X 1.7 “ 。 1 
4令期間 2.3 4 2 2.8 4 2 2.7 4 2 x 2 x 1.9 2 1 
個体数〈匹) 12 11 17 9 9 
d.生存期間:無趨胎生雌虫の生存期聞は，第5表に示す如くである.すなわち 150C以下
の温度〈玖......~)にたいて平均生存期間 33.5日で最も畏く， 25C.C以上の高温(夏〉において
第 5表 無姐胎生雌虫の生存期間と温度との関係
卒均温度 卒均値 最大値 最小値 個体数
日 M 日 ES E 250C以上 15.2 19 8 
20 .. 25 21.2 25 14 13 
15-25 31.5 43 18 36 
15以下 33.5 59 21 8 
く60う - 12ー， 
政15.2日と最短であった.生存期聞は発育期間とは逆に150C以下の温度が虫の生存に好適と
考えられる.野外ではネ唖の数が最も多い20-250Cの温度範囲(初夏〉に生存期聞が比較的
短いのは世代の推移が速いた占うと考えられる.完成有棚台生雌虫の生存期聞は完全にすみつく
個体が少いので調査でぎたかヨた.
e.産仔前期間:成虫にたヨてから胎生を開始するまでの期聞を産仔前期間と仮bに呼称し
た無麹型でほ 11.30C-250Cの温度範囲ではほとんど差がたい，叉有麹型の場合は無麹型
に比しー般に若干長いようである. t.I:::t-恒温で無趨型をと飼育 (24oC : 280C)した場合には，
どの個体も24時間以内に胎生を開始した.ー方宥趨型を 9.80C の下で 14~飼育したが，うち
4~は羽化してから産仔を開始するととたし平均10日間生存した後に死亡した.叉同じ時期
に網箱に30匹集団飼育したものでは，羽化後5日-15日生存したが，胎生をはじめたものは1
Eもたかった.しかしEの個体も体内には仔虫を持っていた.
第 8表 産仔前期間と温度 2ニの関係
I 無麹胎生雌虫の産仔前期間
2F-均温度 平均値 最大値 最小値 個体数
国 9 日 日 30 E 9;80C 6.2 3 
1"0.6 3 3 3 4 
11.3 1.4 2 1 9 
12.6 1.7 “ 。 1 22 
13.8 1.7 3 1 26 
16.7 1.3 “ 。 1 25 
18.1 1.0 1 1 16 
21.9 1.6 2 1 19 
24.1 1.3 3 1 18 
26.5 2.6 4 1 12 
II 有麹胎生雌虫の産仔前期間
卒均温度 平均値 最大徳 最小値 個体数
ー
官 自
10 西9.80C 7.8 19 4 
10.6 4.9 4 4 5 
12.7 2.6 3 0 ・4 4 
13.8 2.6 4 2 8 
( l 
2.寄主植物と生育速度
グイコシアブラムシの寄主植物の種類により発育日数に差がaうるか否かを見るたあに同ー帽
場でそれぞれ無肥料で栽培したウシグイ(農林16号)~グイコシ〈美濃早生)，カシラシ〈サク
セツシヨγ)，ハクサイ〈山東ハクザイ)らを飼料として飼育したととろ第7表の如を結果を
得た.との表によれば用いた種類の範囲内では発育日散の聞に差がるるとは認められたい.
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章第主縞物と平均発育期間との関係第 7表
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1.温度と繁殖カ
A.無趨胎生雌虫の産仔:産仔期間の温度比親アプラムシから産下された日より最終産仔
日までの聞の日平均気温をもって，その個体の平均産仔温度とした産仔期聞は最高38日より
最低 5 日を示し，糖産仔数段最高部匹より最低11~の範囲にあ-:Jtc. 産仔期間中には産仔日と
無産仔日とがある.更に産仔を完了して艶死するまでの期聞がある.との期聞は仮りに産仔後
期間と呼称した.無産仔日数は最高15日より最低O日であった.産仔後期聞は最高22日か~最
低 1 日であった.叉産仔日の産仔数(1日に於ける〉の最高は9~であった.実の~仔期聞を
もって総産仔散を除した産仔日の目平均産仔数は最高5.1日であった.
殖繁v 
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無姐胎生雄虫の平均産仔期間及び平均無産仔日数と温度との関係第 2図。
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a.平均産仔期間と日平均気温との関係:第2図，に示すでま口<，産仔期間ほ日平均気温の上
昇に随い，反比例的{'C不規則たがら減少を示している.第 2 図によ冶と 160C 附近~!J気温の
低下するにつれて急:劇に産仔期聞は延長されるととが窺われる.叉春駄両期を比肢すれば，同
一温度範閉に属する場合には，産仔期間日散には大差が認められたかった‘
b.総産仔数と日平均気温との関係:第3図に掲げた如<， 総産仔数は飼育温度が 9.70C
J:'.!J 140Cまでは増加し，との附近どり飼育温度がちらに上昇するにe.もたって，逆に減少す
る傾向が見られる.平均紛産仔数の多い 120Cから 150Cまでの飼育温度はちょうど春秋期に
あたっている.夏冬期にたいては箸しく減少している.特に夏期は産仔激最少であった.との
ととは産仔期間の短い事， 捕食虫(ホソヒラグアプ，ナナホシテシトウムシ)， 寄生昆虫(ア
プラパチ科の一種〉の及率，梅雨期の長期に亘る降雨，寄生菌の蔓延等の諸条件や，更に寄主
植物の少いとと〈ウシグイ，カシラシの牧穫沿よぴ十字科菰茶作付がたいととによる〉等々と
相侠って，夏期にゐけるグイコシアプラムシ激械の一因をたしているものと考えられる.
第 3図 無錫胎生雌虫の平均総産仔数と温度との関係
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更に産仔昧態を明らかにするために胎生を開始した日より起算して5日毎に区切り、その間
にゐける平均産仔散在季節別に調査したととろ，最初の10日以内に紛産仔数のうち大卒を産下
し，それ以後は余り産下したいととがわかった.又4月'""'5月は最初の10日閣の産仔数特に多
しとのととと第3図の結果とを併せて考察すれば，ウシグイの抽苔前頃よb本慣が念Ic}jf加
する事実の設明がつくと思う.ウシグイ牧穫前頃」ごb野外では本種ぽ少くなり，カシラγ畑に
数十匹寸志つ群棲しているのが見られたが，カシラン牧穫頃よT，更にその個体数誠少し. 7月
頃にはほとんど姿を見なかった.飼育試験に用いていた個体が絶えたのは8月15日，で，勿論当
時野外で本慣を発見するととはできたかった 叉8月中〈平均気温 300C)に産下された仔虫
は死産のものが多かった.たな Elzee叫が Palestineにないて観察したととろではとのアプラ
ムシが結えたのは7月中旬であヨたと述べている.
C.無産仔日数と日平均気温との関係:第2図i'C示すで知く，無産仔日数政日平均気温の下降
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と共に，略k反比例して培加する傾向が見られる.叉無産仔日の最も長〈続いたのぽ，無趨型
で政6日，有麹型では10日{とjちに平均気温6.70C)である.
d.日平均気温と産仔日の日平均産仔数との関係第4図によると 16"，，170Cの聞が適温範
囲と考えられる.との範囲を越えた低温(140C以下)，叉ぽ高温(180C以上〉に行くに従っ
て産仔日の日平均産仔数除減少して行〈傾向にある.
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第 4図 無想胎生雄虫の日平均産仔数と温度との関係
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卒均温度く。C)
無錫胎生雄虫の平均産仔後期間と温度との関係
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e.産仔後期間と日平均気温との関係:第5図に示す如く， jfi仔後期聞は発育期間， 産仔期
間ほど著しくたいが，温度の上昇にともなって誠少している.たた，胎生終了後数日をへて死
亡したものの(有趨型，無趨型ともに)体内にはいづれも仔虫が数匹づっ認められた.
B.有趨胎生雌虫の産仔
有趨胎生雌虫の産仔tを観察するととは困難であって，提死まで観察しえた個体はきわめて少
たかったのでととに精しえ述ペる費料を持たないが.その産仔期間，産仔数，無産仔日数，日
平均産仔数，産仔後期間などを夫.t， 無趨胎生雌虫の結果と比較して見れば，日平均産仔数寄と
除"i!， そのほかはすペて無趨型のものよ b数値が小さし特に産仔数と産仔期聞はそれが箸し
い.従って本置の繁殖力の主因段無麹型にあるのではないかと思われる.
2.寄主植物と繁殖力
寄主植物の種類により産仔数，産仔期聞に差があるかどうかを明らかにするために，同一条
件(無肥料，同一圃場で栽培したウシグイ(農林16号)のグイコシ(美濃早生)，カンラシ(ザ
グセツシヨシ)，ハクサイ(山東ハクサイ〉を用いて飼育を行ったととろ第9表治主び第10衰
の如き結果を得た.とれによれば寄主植物による差(産仔数，産仔期間，ともに〉はたいもの
と考えられる.
第9表寄主植物と平均産仔期間との関係 第10表寄主権物と平銭総産仔数との関係
餌 料 飼 料
温度 温度
カνラv ダイョン ウンダイ カンラ y ~-i"':.- ウンダイ
圃 個
88.0 • 8.70C .29.'7 lI3.S 9.7・c 首 'E ‘ 28.7 33.7 :t7.0 
11.g 24.0 25.7 28.0 11.0 32.0 .25.0 31.0 
14.G 21.8 21.3 23.3 14.0 54.g 48.8 66.8 
16.0 16.3 16.5 14.6 15.0 56.6 69.6 51.3 
16.0 13.5 12.6 14.0 16.0 40.6 60.6 47.5 
25.0 9.2 8.3 8.8 26.0 26.8 29.3 30.4 
平均 18.9 19.6 19.7 卒均 39.4 41.1 42.1 
Vl 摘 要
1.岡山附近で観察したグイコシアプラムシ Brevicorynebrassicae L.の生活環は2月より 3
月主での聞に主な寄主植物で③るウングイ上に無麹胎生雌虫の小群が見られ，以後増殖雌を胎
生し， 3月下旬から5月下旬の聞には最も被害が多い. 7月上旬から9月上旬までの本調の寄
主植物は不明である.年聞を遁じ繁殖はもつばら胎生による無性生殖であった.
2. 3月31日より11月11日までの飼育によって15世代を得，平均世代期聞は35.5日，最長56
日，最短15日で世代の重なり合いは最高4世代であった.
3.本慢の食餌植物ぽウシグイをはじめ各種の十字科蔵菜の放棄， 成熟葉裏，花軸などであ
る.
4.発育期聞は略均気温の上昇と共に短縮する傾向があT，無麹胎生雌虫の飼育結果から本
積の比較発育速度直棋を画き，とれよりえた理論的発育零点政4.30C，有効積算温度は112.6
日度であった.
5. 無趨胎生雌虫の産仔前期聞は平均2. 1日，総産仔数は平均40.5~無産仔日教は平均3.2 日，
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産仔自の日平均産仔数は平均3.2匹， 1目の最高産仔数は9l1f，産仔後期聞は平均3.7日ちあっ
た.とれらの観察結果と気温との関係を見τ，本質の所調適温範囲ぽ 120Cより 170Cに至る
までにあ t，との時期にたいて最もよく培殖し盛夏期，なよぴ厳冬には個体数が披少する.
6.寄主植物(ウYグイ，グイコ γ，ハグザイ，カンラシ)の種類が具たっても，莞育日数，
産・仔期間，ゐよび産仔数等には差があるとは認められなかった.
7.有趨胎生雌虫の産仔期間ゐよぴ産仔数は無趨仔生雌虫のそれにくらべ少しく数値が小さ
い.したがって本留の繁殖カの主因段無遡型にあると思われる.
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